
通 告 No. 

 
一般質問通告書 

議 長 局 長 副局長 係 長 係 

     

平成３１年第１回定例会 

（  月  日  時  分受付） 

下記の件について、一般質問の通告をいたします。 

2019 年 2 月 12 日 

 

質問議員氏名  野  中  弥  生           

新座市議会議長 様 

記 

資料の 

映 写 

執行部ヒアリング日時 

※ ２月１４日（木）議運終了後～２月１９日（火）にお願

いします。 

（収受印） 

 

有・無 2 月 15 日 1 時 30 分 ～ 4 時 30 分 

件名及び要旨 答弁者 映写 

1.町内会の加入促進策について 

和光市では、自治会連合会のホームページ上での自治会加入の申込み、

自治会優待カード事業、SNS での情報発信を行っています。町内会加入

率が比較的高い新座市でも、今後加入率の低下が課題になると思われま

す。市民への町内会加入の働きかけについて、和光市を参考にできない

か、市の考えを伺います。 

2.風しんの拡大防止対策について 

4 月からの定期接種に向け、具体的になっている取組を伺います。 

3.税収増に向けた取組と市民に寄り添った納税相談について 

（1）市税の確保について 

平成 31 年度に重点的に取り組んでいく施策を中心に、市の歳入の根幹

である市税の確保への取組を伺います。 

（2）滞納から支援につなげる体制づくりについて 

複雑な問題を抱える滞納者に対して、福祉的見地で問題点を洗い出し、

なぜ滞納せざるを得なくなるのかを見極め、適切な窓口や弁護士、ファ

イナンシャルプランナーなどの専門家につなげていけるような体制が

必要ではないか。職員への研修等も必要と考えるが、市の見解を伺いま

す。 
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4.生活困窮者自立支援制度の拡充について 

（1）家計改善支援事業及び就労準備支援事業の実施について 

生活保護に至る前の困窮者支援のためには、両事業の実施が必須と考え

ます。また、納税関係や他機関との連携、家計相談の専門家導入なども

必要と考えますが、市の見解を伺います。 

（2）学習支援事業について 

現在の取組状況と子どもたちがより通いやすい体制の整備について、市

の見解を伺います。 

5.児童虐待防止対策について 

虐待を防ぐための市の取組について伺います。 

（1）虐待発生時の市及び関係機関の対応と連携について 

（2）児童相談所全国共通ダイヤル 189 の周知徹底について 

（3）子ども家庭総合支援拠点の設置と医師、弁護士等専門家の活用に

ついて 

（4）未就学児、不就学児訪問事業の実施について 

（5）子どもの権利条約の理念を広く周知することについて 

6.いじめ、不登校、虐待、体罰等子どもの SOS を受け止める窓口の拡大

について 

現在の相談窓口に加えて、ラインなど SNS での相談体制を整えるべきで

す。市の見解を伺います。 
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※ 答弁者欄は、市長又は教育長を指名しても関係部長を含むものとします。 

 


